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問い合わせ先

牛  深☎�2111・有  明☎�1111
御所浦☎�2111・倉  岳☎�3111
栖  本☎�3111・新  和☎�2111
五  和☎�1111・天  草☎�1111
河  浦☎�1111

天草市役所・市庁舎別館 ☎㉓1111
〒863-8631 天草市東浜町8番1号

支　所

本　庁

※（　）内は前月比

80,235
37,661
42,574
36,867

（726減）
（376減）
（350減）
（157減）

出生
死亡
転入
転出

50人
104人
298人
970人

３月31日現在

３月中の異動
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令和元年度 施政方針
当初予算
歩行者をおもいやる運転を！
いきいき健康
令和元年度 職員体制
天草花しょうぶ祭り
海にうかぶ博物館 天草の自然通信
くらしの情報
市民のひろば
みんなの広場
あまくさン
宝島のわだい
イベントカレンダー／天草の潮汐
休日在宅病・医院

健康ポイント

主な内容Contents

５月号
令和元年

施
政
方
針

　
３
月
定
例
議
会
が
２
月
25
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
開
か
れ
、
中
村
市
長
が
本
年

度
の
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
３
月
に
策
定
し
た
第
２
次
天
草
市
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
に
沿
っ
て
８
つ
の
部
門
に
分
け
て
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　市
政
運
営
を
担
い
、
２
期
６
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
他
に
先
駆
け
て
進
め
て

き
た
取
り
組
み
が
先
駆
的
と
認
め
ら
れ

地
方
創
生
交
付
金
の
採
択
を
受
け
る
な

ど
、
市
政
は
好
循
環
で
進
ん
で
き
ま
し

た
。
内
閣
総
理
大
臣
が
先
の
国
会
で
、

教
育
の
I
T
強
化
や
中
小
企
業
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
、
農
林
水
産
業
の
強

化
、
担
い
手
の
育
成
、
観
光
資
源
の
活

用
な
ど
が
必
要
と
強
く
述
べ
ら
れ
た
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
の
政
策
が
正
し
い
方

向
を
向
い
て
い
た
と
再
認
識
し
た
次
第

で
す
。

　今
後
４
年
間
は
、
第
２
次
天
草
市
総

合
計
画
の
基
本
構
想
で
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
た
「
人
が
輝
き 

活
力
あ
ふ
れ
る 

日
本
の
宝
島
〝
天
草
〞」

を
目
指
し
、
前
期
４
年
間
を
評
価
検
証

市民の皆さんをはじめ
職員と一丸となって天草市を創り上げる

新庁舎３階バルコニーから市街地を見つめる中村市長

し
て
策
定
し
た
後
期
基
本
計
画
に
沿
っ

て
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　昨
年
７
月
に
は
、「
長
崎
と
天
草
地

方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
が

念
願
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
世
界
の
宝
を
将
来
に
引
き

継
ぐ
た
め
今
後
と
も
資
産
保
全
に
努

め
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
確
実
に
地
域
振

興
・
観
光
振
興
に
繋
げ
る
た
め
、
関
係

者
の
皆
さ
ま
と
「
オ
ー
ル
天
草
」
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　６
月
に
は
新
た
な
市
役
所
本
庁
舎
が

開
庁
す
る
予
定
で
す
。
開
庁
を
機
に
、

心
新
た
に
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
、
ス

ピ
ー
ド
感
あ
る
決
断
と
実
行
力
で
、「
働

け
る
場
が
あ
る
」「
安
心
し
て
産
み
育

て
ら
れ
る
」「
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
」

天
草
市
を
創
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
元
年
度

　



施政
方針

施政方針を見ていく前に…
　市政を運営する際の礎となるのが「総合計画」です。天草市は、本年
度からの４年間を計画期間とする「第２次天草市総合計画後期基本計画」
を３月に策定しました。総合計画とは、市の将来像を描き、これを市民
と行政が共有して協働により実現するため、まちづくり目標や基本的な
方策を明らかにしたものです。計画は８年の「基本構想」と前期・後期
各４年間の「基本計画」「実施計画」で構成されています。

目指すまちの将来像の実現に向けて８つの部門でそれぞれが担う部門経営方針を掲げ、政策を展開。

※1「計画の総合化」とは、各分野別計画を総合計画の下位計画として位置づけ、目標年次、期限、政策方針等の方向性を整合させること。
※2「行政システムの統合化」とは、実施計画、予算編成、行政評価などのシステムを一連のプロセスとして構築すること。
※3「トータル・システム」とは、全てのシステムが、全体として機能するよう同じ方向に向いている状態のこと。

　市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業

は
、
基
盤
整
備
の
促
進
、
産
品
の
高
付

加
価
値
化
、
販
路
拡
大
に
よ
り
生
産
者

の
所
得
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

　後
継
者
・
担
い
手
を
育
成
・
確
保
し
、

農
漁
村
集
落
の
維
持
・
活
性
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

　中
小
企
業
・
地
場
産
業
の
さ
ら
な
る

振
興
、
起
業
・
創
業
の
促
進
を
図
り
、

雇
用
面
で
は
、
働
き
手
確
保
に
向
け
た

労
働
環
境
の
改
善
や
多
様
な
働
く
場
を

創
出
し
ま
す
。
併
せ
て
、
地
産
地
消
や

地
産
他
消
を
推
進
し
、
地
域
経
済
の
好

循
環
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　地
域
資
源
を
活
か
し
て
、
周
遊
・
滞

在
・
交
流
型
観
光
に
つ
な
げ
る
「
魅
力

づ
く
り
」、
観
光
を
支
え
る
組
織
、
戦

略
的
な
情
報
発
信
を
行
う
「
仕
組
み
づ

く
り
」、
観
光
ガ
イ
ド
等
の
育
成
や
お

も
て
な
し
力
を
強
化
し
永
続
的
な
観
光

振
興
を
図
る
た
め
の「
担
い
手
づ
く
り
」

の
３
本
の
柱
で
、
観
光
振
興
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　﨑
津・今
富
地
区
や
棚
底
城
跡
な
ど
、

貴
重
な
歴
史
や
文
化
資
源
の
保
存
・
継

承
・
活
用
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
民

が
文
化
に
触
れ
る
機
会
の
充
実
に
取
り

組
み
ま
す
。

　ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は「
人
づ
く
り
」

で
す
。
次
世
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
育
成

と
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進

め
、
自
助
・
共
助
・
公
助
を
基
本
に
協

働
に
よ
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

　地
域
に
新
た
な
活
力
を
生
み
出
す
移

住
・
定
住
政
策
や
関
係
人
口
と
呼
ば
れ

る
「
ふ
る
さ
と
住
民
」
を
生
か
し
た
地

域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
、
選
手
や
指

導
者
の
育
成・支
援
を
推
進
す
る
ほ
か
、

地
域
拠
点
を
結
ぶ
公
共
交
通
網
の
形
成

に
取
り
組
み
ま
す
。

❶産業経済部門

❷観光・文化部門

❸地域振興部門

創造性豊かな産業のまちづくり

① 

創
造
性
豊
か
な

　
　
　
　
　

 
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

まちづくりの基本理念『人が輝き　活力あふれる　日本の宝島“天草”』

目指すまちの将来像

基本構想（8年間）
前期基本計画（4年間）

基本計画　部門経営方針

後期基本計画（4年間）

歴史と文化の薫り高い
　　　　　魅力あふれる観光のまちづくり

② 
歴
史
と
文
化
の
薫
り
高
い
魅
力

　
 

あ
ふ
れ
る
観
光
の
ま
ち
づ
く
り

みんなで築く活力あるまちづくり

③ 

み
ん
な
で
築
く

　
　
　
　

 

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

④ 

未
来
を
拓
く
人
を
育
む

　
　
　
　
　
　
　
　

 

ま
ち
づ
く
り

⑤ 

生
き
生
き
と
暮
ら
せ

　
　

 

共
に
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り

⑥ 

環
境
と
共
生
し
た

　
　安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

⑦ 

暮
ら
し
や
す
い

　
　
　
　

 

機
能
的
な
ま
ち
づ
く
り

⑧ 

持
続
可
能
な
行
政
経
営
が

　
　
　
　
　

 

で
き
る
ま
ち
づ
く
り

豊かで活力ある
産業のまち

文化を育み人が
輝くまち

安らぎのある
快適なまち

未来を拓く社会基盤
が充実したまち

自治体経営が
安定したまち

８つの実施部門の取り組みを紹介

【問い合わせ先】政策企画課（三貴ビル内）☎㉗5052

施政方針

【総合計画の役割】
1本市の将来像と、そ
れを達成するための市
政の目標を総合的かつ
体系的に示し、計画的
に市政を運営していく
ための指針となるもの
です。

2市民をはじめ各種団
体や民間企業などに対
し、行政運営の指針を
示し、理解と協力を得
ながら、まちづくりへ
の自発的な参画を求め
るものです。

3国や県に対して、本
市の主体的なまちづく
りの方向性を明らかに
し、計画の実現に向け、
積極的な支援と協力を
要請するものです。

4計画の総合化※1や行
政システムの統合化※2

の指針を示し、総合計
画を核とした自治体経
営のトータル・システ
ム※3化を進めるもので
す。

令和元年度　

「第２次天草市総合計画」2015（平成 27）年度 2022（令和4）年度

2019年度～
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　生
涯
学
習
で
は
、
年
代
に
応
じ
た
多
様

な
学
習
機
会
を
提
供
し
、
学
ん
だ
成
果
を

社
会
に
生
か
す
機
会
の
充
実
に
努
め
ま

す
。　学

校
教
育
で
は
、「
確
か
な
学
力
・
豊
か

な
心
・
た
く
ま
し
い
心
身
」の
調
和
の
と

れ
た
生
き
る
力
を
育
み
、
世
界
遺
産
学
を

教
育
課
程
に
位
置
付
け
郷
土
を
愛
す
る
心

を
育
て
ま
す
。
併
せ
て
、
学
校
施
設
へ
の

空
調
設
備
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
整
備
な
ど
教

育
を
支
え
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

　ま
た
、
大
学
等
と
連
携
し
た
人
材
育
成

や
国
際
交
流
を
進
め
、
多
様
な
文
化
が
共

生
す
る
社
会
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

　市
民
一
人
ひ
と
り
が
日
頃
か
ら
主
体
的

に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
た

め
の
意
識
啓
発
や
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
併
せ
て
、
身
近
な
地
域
で
医
療
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
や
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
、

家
庭
・
地
域
・
職
場
・
行
政
な
ど
が
協
力

し
て
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

　高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
社
会

参
加
支
援
や
地
域
全
体
で
子
育
て
を
支
え

合
う
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　自
然
豊
か
な
本
市
の
特
性
を
踏
ま
え
、

身
近
な
生
活
環
境
問
題
の
改
善
に
取
り
組

み
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
を
推
し
進

め
、
自
然
共
生
社
会
・
循
環
型
社
会
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

　災
害
に
対
し
て
は
、
防
災
行
政
無
線
の

効
果
的
な
運
用
と
迅
速
な
情
報
の
収
集
・

発
信
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
防
災
士
を
育
成
し
災
害
に
強

い
社
会
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　防
犯
・
交
通
面
で
は
関
係
機
関
と
連
携

を
強
化
し
、
地
域
全
体
で
見
守
り
な
が
ら

交
通
事
故
や
犯
罪
な
ど
の
予
防
・
対
策
に

努
め
ま
す
。

❹教育部門

❺保健・医療・福祉部門

　天
草
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
な

ど
に
配
慮
し
た
良
好
な
ま
ち
な
み
景
観
の

形
成
と
空
き
家
や
老
朽
危
険
家
屋
の
対

策
、
住
環
境
の
整
備
、
上
下
水
道
等
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
整
備
更
新
を
行
い
、
市
民
が

生
活
し
や
す
い
環
境
を
作
り
ま
す
。

　本
渡
道
路
を
含
む
熊
本
天
草
幹
線
道
路

の
早
期
完
成
な
ど
へ
向
け
た
活
動
の
展
開

で
地
域
間
交
流
を
増
進
し
、
道
路
網
の
整

備
や
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
計
画
的
な
維
持
補

修
で
安
心
安
全
な
利
用
を
継
続
し
ま
す
。

　情
報
化
社
会
に
お
け
る
通
信
環
境
の
格

差
解
消
を
進
め
、
利
便
性
が
高
く
機
能
的

な
社
会
基
盤
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　３
月
に
策
定
し
た
「
天
草
市
行
政
経
営

改
革
大
綱
」
に
沿
っ
て
持
続
可
能
な
行
財

政
運
営
に
取
り
組
み
、
必
要
な
財
源
の
確

保
に
加
え
選
択
と
集
中
に
よ
り
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　市
有
財
産
の
適
正
な
管
理
・
利
活
用
を

進
め
、
今
後
も
「
行
政
を
経
営
す
る
」
と

い
う
視
点
に
立
っ
て
、
効
率
的
・
効
果
的

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
コ
ス
ト
削
減

に
取
り
組
み
ま
す
。

　ま
た
、
職
員
の
適
正
な
人
員
配
置
に
努

め
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
に
よ
る
業
務
改
革
・
改
善
と
職
員
の
資

質
向
上
を
図
り
ま
す
。

　少子高齢化や人口減少による社会構造の変化、公共施設の老朽化対策などにかかる財政負担が強まる中、
持続可能な行財政運営に取り組むため、「天草市行政経営改革大綱」を策定しました。
　この大綱は、健全な財政運営、市有財産の効率的な整理・統廃合・再配置、市民ニーズへの的確な対応、
市民と行政の協働によるまちづくり の４つを基本方針として、行財政改革大綱、財政健全化計画、定員
適正化計画と関係する指針を統合したものです。具体的な取り組みは、実行計画（アクションプラン）を策
定し、分かりやすい目標値や目指す方向性を示し、進捗管理を行っていきます。

❼都市基盤整備部門

❽総務・企画部門

❻生活環境・防犯防災部門

未来を拓く人を育むまちづくり

生き生きと暮らせ共に支え合うまちづくり

環境と共生した安心・安全なまちづくり

暮らしやすい機能的なまちづくり

持続可能な行政経営ができるまちづくり

「天草市行政経営改革大綱」を策定
　市ではこれまで様々な行財政改革に取り組み、一定の成果を上げてきました。

・職員定員の適正化
・公立保育所民営化の推進
・給食調理業務の民間委託 など

効果額
約158億円

・市有財産の売却
・ふるさと応援寄附金の推進
・市税収納率の維持

【歳入確保】 【歳出削減】

施政方針
令和元年度　

第二天草瀬戸大橋完成イメージ
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　企業会計は、商店や会社などの民間
企業と同じように、その事業で得た収
入をもって支出する独立採算制の会計
で、地方公営企業法により設置してい
ます。
　本市では、病院事業と水道事業、下
水道事業を企業会計で運営しており、
予算額は右表のとおりです。

　特別会計は、特定の事業を行う場合
に一般会計の財布と分けて会計処理を
するために設置しています。
　本市では、国民健康保険や介護保険、
後期高齢者医療などの特別会計があ
り、当初の予算額は右表のとおりです。

37.3億円
39.2億円
6.6億円
8.9億円

27.1億円
26.0億円
3.8億円

15.6億円
19.3億円
18.3億円
5.3億円

12.0億円

▲0.1％
▲0.1％
125.3％
83.8％

▲3.5％
▲3.0％

▲13.7％
▲6.0％

2.2％
2.0％

▲35.8％
▲18.9％

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

病院事業

水道事業

下水道事業

※▲＝マイナス

予算額 増減率区　　　分

国民健康保険

介 護 保 険

後期高齢者医療

浄化槽市町村整備推進事業

国民健康保険診療施設

歯 科 診 療 所

斎 場 事 業

125.8億円

118.0億円

12.4億円

1.2億円

2.1億円

0.5億円

1.1億円

予算額 増減率区　　　分

0.7％

3.3％

1.3％

▲0.7％

9.0％

▲11.5％

89.8％

分担金・負担金
5.2億円

（1.0％）

使用料・手数料
6.5億円

（1.2％）

その他
8.8億円

（1.6％）

各種交付金
17.6億円

（3.2％）

地方譲与税
4.9億円

（0.9％）

総務費
109.2億円
（19.9％）

教育費
31.5億円
   （5.7％）

消防費
21.7億円（4.0％）

商工費
18.5億円（3.4％）

議会費
2.7億円（0.5％）

災害復旧費・
予備費
0.7億円（0.2％）

市税
74.1億円

（13.5％）

地方交付税
227.1億円（41.4％）

民生費
170.5億円
（31.1％）

県支出金
  40.4億円

　（7.4％）

土木費
36.3億円
（6.6％）

農林水産業費
24.4億円（4.5％）

市債
63.2億円

（11.5％）

 衛生費
60.1億円

（11.0％）

公債費
72.4億円

（13.2％）

※金額や構成比の合計と内訳は、表示単位未満を四捨五入
しているため必ずしも一致しません。

548億円

　歳入は、市税や使用料・手
数料など、市が自主的に収入
できる「自主財源」と、地方
交付税や国・県の支出金、国
や金融機関などから借り入れ
る市債などの「依存財源」に
分けられます。
　自主財源は、130.2億円
で、歳入総額に占める割合は
23.8％（前年度23.5％）。
　一方、依存財源は417.8
億円で、歳入総額に占める割
合は76.2％（同76.5％）と
なりました。

　本年度の一般会計当初予算額は、前年度比18.6億円（3.3％）減の548億円。平
成28年度から普通交付税の段階的縮減が始まり、財政運営は厳しさを増す中、第2
次天草市総合計画に位置付けた施策の着実な推進を図るための事業を中心に予算編
成を行いました。

　歳出は、使われるお金の目
的によって、民生費や総務費
など12項目に分けられます。
　本年度の予算で最も大きな
割合を占めているのは民生費
（31.1％）で、お年寄りや障
がいのある人に対する福祉の
充実、子育て環境の充実など
に使われる費用です。
　これに続いて、総務費、公
債費、衛生費、土木費、教育
費の順になっています。　

令和元年度

　本年度の当初予算が、第１回市議会定例会で決まりま
した。「第２次天草市総合計画」に沿って、限られた財
源の中で重点的・効率的な配分に努め、予算を編成して
います。
　今号では、一般会計予算のほか、特別会計・企業会計
の予算を紹介します（金額と構成比、増減率は表示単位
未満を四捨五入）。

歳出

自主財源
    130.2億円
       （23.8％）

依存財源　417.8億円
（76.2％）

歳入

歳 出

歳 入

特別会計の予算

【問い合わせ先】財政課（三貴ビル内）☎㉗5053

企業会計の予算

概要

国庫支出金
64.6億円

（11.8％）

繰入金
35.6億円
（6.5％）

※前年度額は、平成30年6月補正後の予算額

令和元年度

一般会計　
当初予算は


